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膵臓 お よび唾液 α
一ア ミ ラ

ー ゼ 活性 に 及 ぼす食品等の 抽出物 の 影響

Inhibitory　Effects　of 　Various　Extract　of 　Foods　on 　the　Pancreaticα一Amylase　and 　Ptyalin　Activity

榮 　昭博 ， 関暗 　悦子

要 　約

　食品中 の抽出物が 多糖 の 消化 に及 ぼ す影響 を検討す る た め ，膵臓 α
一ア ミ ラ

ーゼ （ブ タ由来）お よ び唾液 α
一ア ミ

ラ
ーゼ （ヒ ト由来）を用 い て ，各食 品 の 抽出物 を添加 した場 合 の それぞ れの ア ミ ラ

ーゼ 活性 を測定した．その 結果

次 の こ とが わ か っ た．

　 1．ブ ラ ッ クベ リ
ー
抽出物は膵臓お よび唾液い ずれ の α

一ア ミ ラ
ー

ゼ活性 も著 しく阻害 した （阻害率 ：膵臓76．4％ ，

　　 唾i液 88，7％），

　2．月桂樹 お よび オ レ ガ ノ 抽 出物 も膵臓お よび唾液の α
一ア ミ ラ

ー
ゼ活性 を阻害 した （月桂樹の 阻害率 ：膵臓

　　 53．3％ ・唾液54．8％ ，オ レ ガ ノ の 阻害率 ：膵臓33．3％ ・唾液37．6％）．

　3．桑葉 にお ける抽出物 は膵臓 α
一ア ミラ

ーゼ活性 を阻害 したが 〔阻害率40．3％），唾液 α
一ア ミ ラ

ー
ゼ活性の 阻害

　　 はわずか で あ っ た （阻害率 14，5％）．

　4．ブ ラ ッ ク ベ リ
ー

拙出液の α
一ア ミ ラ

ー
ゼ の 阻害活性 に は濃度依存性が認め られた．

　5．加熱処理した ブ ラ ッ ク ベ リ
ー抽出液 を添加 して も， α

一ア ミ ラ
ーゼ の 阻害活性は変化しなか っ た ．

　6．ブ ラ ッ ク ベ リー抽出液に シ ョ 糖 を添 加 し て も α
一ア ミ ラ

ーゼ 阻害活性 は影響 さ れ な か っ た ，

キ ーワード　 α
一ア ミ ラ ーゼ

， 阻害活性 ，
ブ ラ ッ ク ベ リー

， 月桂樹 ，
オ レ ガ ノ

は じめ に

　我国に お ける代表的な生活習慣病の ひ とつ で ある糖

尿病は，日本人 の 約 1割が，そ の 患者 や予備 軍 と い わ

れ て い る．糖尿病は イ ン ス リ ン の 欠乏 ま た は 作用不足

に よ っ て，高血糖を は じめ糖代謝 ・脂質代謝等 の 異常

をまね き
， 腎症 ・網膜症 ・

宇llT経障害な ど の 細小 血 管症

や 動脈硬化症等の 合併症を起 こす疾患で ある 11．食事

療法の原則は適切なエ ネル ギ
ー摂取 とバ ラ ン ス の 良い

食事 を摂取する こ とで あ る が，食後 の 高血糖 を抑制す

る こ とが細小 血 管障害の 予防の た め 重要で あ り，

Glycemic 　Index （GI値）の 低 い 食品を摂取す る こ とが

望ま しい とさ れ て い る 1．．また
， 薬物療法で は経 口血

糖降下斉［亅も し くは イ ン ス リ ン 製剤が 投．与さ れ る が
，

こ

れ らの薬剤投与で十分な効果が期待 され ない 場合，小

腸 に存在す る グ ル コ ア ミラーゼ ，ス ク ラーゼ ，マ ル タ

ーゼ な どの ような炭水化物 の 消化酵素を阻害し，糖 の

吸収を遅 らせ る薬剤 カ ル ボ
ー

ス （商品名グ ル コ バ イ

錠），ベ ボグ リボ
ー

ス （商 品名ベ イス ン ）な どの よう

な α
一グ ル コ シ タ ーゼ 阻害剤 の 投与が 有効で あ る こ と

が 知 ら れ て い る ．さ らに ，ある種 の 植物や 茶成分 に

は，ア ミ ラ
ー

ゼイ ン ヒ ビ タ
ー

の 存在が知られ て お りグ

バ 茶2：1，茶 31／
， 桑葉の ラ テ ッ ク ス 41／，茶大豆種皮 51，白イ

ン ゲ ン b）
の 成分 が

，
ア ミ ラ

ー
ゼ活性を阻害す る こ とが

報告さ れ て い る ．

　著者ら は，口 頃，普通 に 食 し て い る 食品 II
−
1や 飲料中

成分に膵 リパ
ー

ゼ阻害活性を見出 し，肥満の 発症予防

に寄与で きる 口∫能性 を示唆 しだ ・・“・　Vl が，同様な考え

方に お い て，ア ミ ラ
ーゼ 活性 を阻害す る物 質を含む食

品の 同時摂取が多糖 の 消化を遅延させ ，そ の 結果 とし

て 食後の 急激 な血糖上昇を抑制する可能性が ある とみ

て い る．そ こ で ，本研究で は，日常的に食され て い る

食品 中に ア ミ ラ
ーゼ を阻害す る 物質が存在す る か否か

を明らか に しようとして，桑葉，シ ソ 葉，ブ ラ ッ ク ベ

リ
ー
，ロ

ーズマ リ
ー
，月桂樹，オ レ ガ ノ お よ び 大福豆

（白 イ ン ゲ ン 豆）に つ い て ，ア ミ ラ
ーゼ 阻害活性 を測

定 した．
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材料 お よび方法

1．実験条件の 設定

1．酵素液の 調 製

　ブ タ膵臓 α
一ア ミラ ーゼ （Amylase 　from　porcine　pan−

creas
，
　Type 　I矼一A

，
　 sigma

，
500 　units ！mg 　protein；SIGMA ）

19mg に 】ノ15M リ ン酸緩衝液 （pH 　6．9）25．3ml を加えて

よ く撹拌 した ．

　唾液 α
一ア ミ ラ

ーゼ （プチ ア リ ン ）

　生理 食塩水 で 冂 腔 を洗浄 した後 ，唾液 を採取 し，こ

れをリ ン酸緩衝液で 2倍希釈 した もの を粗酵素液と した．

2． α
一ア ミ ラ

ーゼ 活性 の 測定

　Somogyi−Nelsen法に よ る 還元性を利用 した測定法 m ！

を
・
部改良 して 用 い た，

（1）試薬

  基 質　0，5％水溶性 デ ン プ ン

　デ ン プ ン を1115M リ ン 酸緩衝液 （pH69 　7m　mol 塩

化ナ ト リ ウ ム ，1m 　mol 塩化 カ ル シ ウ ム を含む）に 混

合 し，加熱して 口］溶 性デ ン プ ン と した．

  試薬A

　無水炭酸ナ トリ ウ ム 12gとロ ッ シ ェ ル 塩 6gを水125ml

に溶か し，こ れ に 10％硫酸釧水溶液20ml を加えて 溶か

し，さら に，炭酸水素ナ トリ ウ ム 8g を加え溶か し た．
一

方，無水硫酸ナ トリ ウ ム 90gを水250mlで溶か し，こ

の 両液 を混合 した．

  ．試薬B

　モ リ ブ デ ン 酸ア ン モ ニ ウ ム 25gを水450mlに溶か し，

こ れ に濃硫酸21ml加 えた．一
方，ヒ 酸ニ ナ トリ ウ ム 3g

を水 25mlで 溶か し，両液を混合 した．

（2） a
一ア ミ ラ

ーゼ 活 性 の 測定

  小試 験管 に 基質200
／
11 ，水200

！
！ 1，酵素液 50，a　1を加

え30℃ 5分 間 イ ン キ ュ ベ ー
トした後 ，試 薬 A250 μ 1加

え
， 直 ち に沸騰湯浴 巾 に 15分 間お い た ．冷却後，試薬

B500
μ
1加 え て 20分 間放 置 し，水6mlを加 えて 撹拌 し

500nm にお ける吸光度 を測定 した （A ）．

  別 に，  の 操作 で ，酵 素液50
，
u ［の 代 わ りに，加熱

処理 （沸騰 浴 中 10分）で 不活性化 させ た酵素液 50μ 1

を加え た もの 盲検 と し た （B ），

  （A ）一 （B ）の 値をあ らか じめ 麦 芽糖 を標準液に

用 い て作成 し た 検量線に代 入 し て 還元糖 相 当量 （m

mol ）を求め て ，こ れ を α
一ア ミ ラ ーゼ 活性 と した ．

3．イ ン キ ュ ベ ーシ ョ ン 時 間 の 決定

　酵素濃度750
μ g！ml の ブ タ膵臓酵素液お よ び リ ン 酸

緩衝 液で 希釈 し た唾液 （蛋 白質 1mg！ml ）を用 い て ，

30℃ で イ ン キ ュ ベ ート を開始 し，30秒か ら40分後 まで
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の 特定峙間ご と に α
一ア ミ ラ

ーゼ活性を測定 した．

4．酵素濃度の 決定

　本実験で使用する酵素濃度を決定する ため ，ブ タ膵

臓 α
一ア ミ ラ

ー
ゼ を リ ン 酸緩衝液に溶解 し750 μg！ml か

ら倍 々希釈 した酵素液に つ い て ，ヒ ト唾液に つ い て

は ，蛋白質濃度 を基準に して ，4mg ／ ml か ら リ ン 酸緩

衝液で 倍々希釈 し て ，そ れ ぞ れ を30DC5分間イ ン キ ュ

ベ ー
トして

，
α
一ア ミ ラ ーゼ活性を測定 した．

H ． α
一ア ミ ラ

ーゼ活性阻害物質の 検索

1．試料

　桑 の 葉，赤 シ ソ ，シ ソ （大葉 ），ブ ラ ッ ク ベ リ
ーは

群 馬県 み ど り市 で 栽培 した もの を，月桂樹 ，オ ル ガ

ノ ，ロ ーズ マ リ
ー
，白イ ン ゲ ン （大福豆）は み ど り市

の 小 売店 で 市販 され た もの をそれぞれ使 用 した．ロ
ー

レ ル ，オ ル ガ ノ ，ロ ーズマ リ
ー

に つ い て は ，各1．Ogを

細 か く切 りきざみ，石英砂 と少量 の 水 を加え乳鉢 で 磨

砕 して ，さら に水49mlを加え て最終的に 50gと した．

白イ ン ゲ ン （大福豆），桑葉，赤 シ ソ
，

シ ソ （大葉），

ブ ラ ッ ク ベ リーに つ い て は同様の操作を5．Ogで行 っ た．

こ れ ら を室 温 〔25 ℃） で 1時 間放 置後，遠 心 分離

（3．　，OOOrpm，10分） して得 られ た上澄み 液 に つ い て ，

さら に 遠心分離 （30，000× g，15分，4℃） して 得 られ

た上 清を添加試料 と した．

2。阻害物質を添加 した場合 の α
一ア ミ ラ

ーゼ活性測定

　前 述 の 工一2−（1）一  の 水 200y1 に代 えて 各抽 出液200

μ 1を加え，同様に操イ乍し， こ の α
一ア ミ ラ

ー
ゼ活性 を

X と した．なお，抽 出液 の 代 わ りに 水 を用 い た もの を

対照 C とし，阻害率 を次式で 求めた．

　阻害率 ； （1− X ／ C） × 100 （％）

3… 唾液中 の 蛋 白質 の 測 定

　唾液中の 蛋 白質の 測定はLowry 法を用 い た 11）．なお，

以 降 の 実験 にお い て は，唾液中 の 蛋 白質濃度 1mg にリ

ン 酸緩衝液 で 調製 し た 希釈唾液 を粗酵素液 と した ．

皿．阻害物質濃度が α
一ア ミ ラ

ーゼ 活性 に及 ぼ す影響

　上述 の II−1で 調製 したブ ラ ッ クベ リ
ー
抽出液 を水で

倍々 希釈 して ，こ れ らを添加し膵臓 α
一ア ミ ラ

ーゼ 活性

を測定 した．

N ．阻害物質の 加熱処理が ア ミ ラ
ーゼ 活性 に 及 ぼ す影響

　上 述 の II−1で 調製 した ブ ラ ッ クベ リ
ー抽出液を水で

希釈 し 且0％ 液 と し
，

こ れ を加熱処理 （沸騰浴 中 15分

問） し た もの と，別 に未加熱液 （10％）を用意 し，こ

れ ら をそ れ ぞ れ 添加 して 膵臓 α
一ア ミ ラ

ーゼ 活性 を 測

定 し た ．

V ．開害物質に対す る シ ョ 糖 の 影響

　上述の H α
一ア ミ ラーゼ活性阻害物質の 検索L 試料
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で 調製 し た ブ ラ ッ ク ベ リー拙出液の 10％液を用意 し，

こ れ らを添加 した後，さら に 5，2．5，125 ％ シ ョ 糖水

溶液200 μ 1を加え，シ ョ 糖水溶液の代わ りに水200
μ
1

を加 えた もの を対照 と して 膵臓 α
一ア ミ ラーゼ活性を

測定 した ．

w ．統計処理

　t一検定を用 い た，

結 　果

　図 1−1に は 膵臓 α
一ア ミラ ーゼ 濃度 750

μ g加 1の 酵素液

を用 い て，30秒か ら40分後まで イ ン キ ュ ベ ー
トした 場

合 の α
一ア ミ ラーゼ活性 を示 した ．膵臓 α

一ア ミ ラ
ーゼ

活性 は イ ン キ ュ ベ ー
ト開始か ら2分後 まで 急激に 増加

し，以降 40分 まで ほ ぼ ・
定 の 値が示 された．図 1−2に

は蛋 白質濃度 lmgの 唾液 を用 い て ，30秒か ら40分後 ま

で イ ン キ ュ ベ
ー i・した場 合 の 唾液 a 一ア ミラ

ーゼ 活性

を示 した．唾液 Ct一ア ミ ラ
ーゼ活性 は イ ン キ コ ．ベ ー

ト

開始か ら2分後まで 急激 に増加 し，以降40分 まで ほぼ

一
定 の 値が示 され，こ の 条件に おけ る 最大値 は膵臓

α
一ア ミ ラ

ーゼ 活性 よ り小 さい もの の ，膵臓 の もの と

同様の 変動を示 した．

　図2−1に は各酵素濃度 に おけ る膵臓 α
一ア ミラ

ーゼ 活

性 を示 した．膵臓 α
一ア ミ ラ

ー
ゼ活性は酵素濃度25μ

g！ml か ら750　，tt　g！ml まで 急激 に増加 し た．図2−2 に は各

蛋白質濃度に お ける 唾液 α
一ア ミラーゼ活性を示 した．

蛋自質 （酵素）濃度が高ま る に従 い ，唾液 α
一ア ミ ラ

ーゼ 活性 は高 ま り，O．5mg か ら4mg ／ ml まで ほぼ
一

定

の 値が示され た ．

　表 1に は各抽 出液を添加 した場合 の 膵臓 お よび唾液

α
一ア ミ ラ

ーゼ 活性 を示 した．抽出液 を含まな い 対照

と 比較 して ，膵 臓お よび唾液 α
一ア ミ ラ

ーゼ の 活性 は

ブ ラ ッ クベ リ
ー
添加 で著 しく減少 し，月桂樹，オ レ ガ

ノ に お い て も α
一ア ミ ラ

ーゼ 活 性が減 少 した．　
・
方，

白イ ン ゲ ン 豆抽 出液に つ い て は膵臓 α
一ア ミ ラ

ーゼ で

は 対照 との 間 に 有意 な差 は 認 め ら れ なか っ た ．

　図 3−1に は各抽 出液を添加 した場合 の 膵臓 α
一ア ミ ラ

ーゼ の 活性 阻害率を示 した．ブ ラ ッ クベ リ
ー

で は 顕著

な阻害が示 され （76．4 ％），次い で 月桂樹 （53．3％），

桑 の 葉 （40．3％），オ レ ガ ノ （33．3％）で あ っ た．　
・

方，大福豆 （白イ ン ゲ ン 豆）で は阻害率 0％ で あ っ た．

図 3−2には唾液 α
一ア ミ ラ

ーゼ に 対す る各抽 出液 の 阻害

率を示 した ．ブ ラ ッ ク ベ リ
ー

の 阻害率は きわめ て 高 く

（88．7％），次い で 月桂樹 （54．896），オ レ ガ ノ （37．6％）

で あ り ，

一
方 ， 大福豆 の 阻害率は 低 か っ た （8．6％）．

　図 4−1に は膵臓 α
一ア ミ ラーゼ に お い て ブ ラ ッ ク ベ リ
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一
抽出液を段階的 に希釈 し添加した場合の 阻害率を示

した．0．78％ か ら 125％ まで抽出液の 濃度が 高ま る と

阻害率は急激 に 増加 し，25％ か ら 100％ 抽出 液添加で

は阻害率は飽和状態 （プ ラ トー）を示 し た．図4−2 に
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Table1．Eff巳ct　of 　vanous 　extracts 　on 　the　a−amylase 　actiVity ．
　 　 　 Ex 定ract Pa匸盲crcatLC ロ

ーainylase 　　 Ptyalin（Sa！ivary　a −amylase ）

Con しrol

匹1ulb巳rry ［eaf

Pernla　f「utesscens
BlackbcrryLaure

】

OreganoRose

皿arryWhLte

　kidney　beanzu

PerLliu

茎：：雪圭9窰：二『　雪：了邑圭自：？：r

l、窕 圭1：ll：：：　鵬 圭121：1．
1・器 圭1：：1：：：　 1：靉 胡 ：19：：：
3．30 上 D．。3 ・・　 306 ； 0．。6 ・・
3、90　　±　0．06　　　　　　 3．40　　±　　D．04　

“
3．35　　 ±　 0．Ol　

，．幽
　　　　3．04　　土　　O、05　

鱒’

＃Values 　are 　means 土 standard 　eデror ．
±▽SLgnificanUy 　dLffc「unL 「rgm 　Eon 匚rじ1（p くD．01 ）．
”sS 正gnlficuntly　differen匸fro皿 con 匸rけ1〔pく0．GO1｝．

T己bie2．　Effect【｝f　heat　of　blackberry　extract 　on 　Lh已

pancreatLcse α一amylase 　8CUVIty 、
　 　 Extract（mg ！m1 ）　　　Pancreaticα一amyLas じ
ContrDl　　　　　　　　　　　　　　 2．92 　　±　0．04　＃　自

HeaL　bLackberry　exLract 　　　O．35　　±　O．D4　纏零b
Non −heat　blacberry　extra 　　D、33　　±　〔〕、D3　事鉢b

＃ Values 　are 　means 土 SLundttd 　err りr

毒一＊Significalltly　different　from じoncrol　Cpく0．00D．
zb

　Values 　in　a 　same 　column 　wi しh　diffe厂en し superscr ［Pしs

ar ∈　signif ［canU ｝different　at 　pくO．05．

Table3，　E’［fcじLs　of　sucrose 　conCCntraion 　on　th 已

pancreatlc 　　 ユ
ーamy ］aSe 　actLvity 、

　 　 　 Ex 匸ract Pancreatlcse　a −emylase

Control　　　　　　　　　　　　　　2．92　　±　0．04　＃　a

Blackberry ＋5％SucrDse 　　 O．46　　±　0、02　i＃＝b
Blackberry ＋25 ％Sucros 　　D．51 　　± 　O．03　脚’b
Blackberry ＋　1．25％ SucrD 　　O．59 　　士　O．02　零叫b

＃Values　are 　mems 士 Standzrd　error、
，±，Signiiicant］y　differ∈nt 　frQm 　cont 「01 （Pく0001 ）．
u・bVaiue ・i・a・Same ・・’。1・mn ・wlth ・differe・t ・up ¢rs …ptS
are 　significan 匸lydlfferenし at 　pくO、05、

は 唾液 α
一ア ミ ラ

ーゼ に お い て ブ ラ ッ ク ベ リ
ー
抽出液

を段階的に希釈 し添加 した場合 の 阻害率を示 した．膵

臓に お け る もの と ほ ぼ 同様 な阻害率が示 され，0．78％

か ら 125 ％ まで 阻害率は急激に増加 し
，
25％ か ら 100％

まで は 高い 値で維持 され て い た ．

　表2 に は ブ ラ ッ ク ベ リ
ー

抽 出液 を加熱処理 した 場 合

と未処理 の膵臓 α
一ア ミ ラ

ーゼ にお け る活性を示 した ．

加熱処理 を した 場合 に お い て も， 未処理 にお い て も対

照 と比較 して 活性は 著 しく低下 した （p＜ O．OOI）．一

方，加熱処理 と未処理 α
一ア ミラ ーゼ 活性の 間に は有

意な差は認め られなか っ た （p＞ 0．05）．

　表3に は ブ ラ ッ ク ベ リ
ーに お け る膵臓 α

一ア ミ ラーゼ

阻害活性に 及 ぼす シ ョ 糖 の 影響を調 べ た結果 を 示 し

た．1．25％ か ら5％ ま で の シ ョ 糖 を加えて も膵臓 α
一ア

ミラ ーゼ 活性は ブ ラ ッ ク ベ リー
の 添加 で 低下 し （p＜

O．OOI），また，シ ョ 糖濃度の 違い に よ る膵臓 α 一ア ミ ラ

ーゼ 活性の差は み ら れ なか っ た （p＞ O．05）．

考 　察

　 ヒ トに おけるデ ン プ ン 等の 多糖の消化は凵腔 に お い

て 唾液 α
一ア ミ ラーゼ （プ チ ア リ ン ）に よ りは じ まり，

小腸 で は膵臓 の α
一ア ミ ラ

ー
ゼ に よ り行わ れ る，も し

，

凵腔お よび小腸内に消化酵素の 阻害物質が 存在 し た場
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一Eleotronio 　Library 　



Kiryu Junior College

NII-Electronic Library Service

Kiryu 　 Junior 　 College

合 ， 多糖類 の 消化 ・
吸収は抑制 さ れ る 可能性 が あ る．

　本実験で は
， 食品等の抽出物 に α

一ア ミ ラ
ーゼ 阻害

活性 の 有無を検 副す る た め
， 哺乳動 物 由来 の α

一ア ミ

ラ
ーゼ に つ い て ，先ず，酵 素 に おけ る 反応条件 を確 か

め た。その 結果 （図 1−1， 1−2お よ び図2−1， 2−2），本実

験 で は 膵臓 α
一ア ミ ラ

ーゼ の 酵 素濃度 を750μ g！ml ，唾

液 α
一ア ミラ

ーゼ （プチ ア リ ン ）に つ い て は，唾液蛋

白質lmg ！ml に希釈 した 唾液 を酵素液 とし，イ ン キ ュ

ベ ー
ト時間を5分 間 とした．

　表 1お よ び図3−1，3−2に示 した よ うに ，ブ ラ ッ ク ベ

リ
ー

で は強い α
一ア ミ ラ

ー
ゼ 阻害活性が示され，膵臓

由来，唾液由来 い ずれ の α
一ア ミラ ーゼ に つ い て も極

め て高 い 阻害効果を認め た．月桂樹 ，
オ レ ガ ノ に つ い

て も高 い 阻害が示された．月桂樹 に つ い て は，水に不

溶で ，エ タ ノ ール 可 溶画分に α
一ア ミ ラ ーゼ 阻害作用

があ り，こ れを製品化 した もの もある 1ユ1．本実験の結

果 ， 水溶性画分 に も阻害作用が認 め られ た こ と か ら ，

通常 の 調理法な どで も，月桂樹に よ る α
一ア ミ ラ

ーゼ

阻害効果 を期待で きる と考えられ る．オ レ ガ ノ の α
一

ア ミラ
ー一ゼ 阻害効果 に つ い て は 三浦 らの 報告があ る 13 ，

Konno ら
H）は 桑葉 の 白乳液 （ラ テ ッ ク ス ）中に糖類似

ア ル カ ロ イ ドが 存在 し，こ れ が 多くの 昆虫対 して ア ミ

ラ
ーゼ 活性を拮抗的に阻害する こ と を報告 して い る，

本実験 の 結果 で は
， 桑葉 に つ い て は ，膵臓 a 一ア ミ ラ

ーゼ に対 して は 比較的高い 阻害 を認 め た が，ヒ ト唾液

α
一ア ミラ

ーゼ に対 して は，わずか な阻害作用が示 さ

れ た に す ぎな か っ た （表 1，図3−1，図3−2）．酵 素 の 由

来に よ っ て 阻害活性 に相違が生 じる こ と は，jJ桂樹
2．
，

イ ン ゲ ン 豆 6〕に存在する α
一ア ミ ラ

ーゼ イ ン ヒ ビ タ ー
で

も報告 され て い る．また，本実験 で 観 ら れ た 活性 阻害

は 桑 の ラ テ ッ ク ス （粘性物質）が 遠心分 離 （30，000 ×

g）の操作で大部分が 除去 さ れ て い た の で ，Konno ら s／

の 報告 とは こ とな る成分ある い は
， 抽出液に わ ず か に

残存 した ラ テ ッ ク ス の成分が 関与 した 可能性 も考えら

れ る ．

　本実験 の 結果で は
， 白イ ン ゲ ン 豆 （大福豆）抽出物

は ヒ ト唾液 cr　一ア ミ ラ
ーゼ お よ び豚膵臓 α

一ア ミラ ーゼ

活性を い ずれ も阻害せず，従来 の TV 等 の 報遭 4・［” で

言わ れ て い た こ ととは異な る結果で あ っ た．Y 乱m 乱da

ら L°1 は イ ン ゲ ン 豆 （品種 ：大正 金時）とそ の 近縁種で

あ る テ バ リ
ービー

ン に は 阻害特異性の こ とな る4種類

の cr 一ア ミラ ーゼ イ ン ヒ ビ ター （α AI −1
，

■ 　AI −2
，

α

AI−Palお よび cr　AI−Pa2）の存在 を明らか に し，そ の 主

体は蛋白質で 加熱な どの調理 の 過程で 失活する こ と
，

．　AI −1は ヒ トお よび豚由来の α
一ア ミラ ーゼ活性 を I！［1、

21

害す る が
， 昆虫 や 微生 物 由来 の もの は KH害 し な い こ

と， α AI−2，　 ev　AI−Palは 哺乳動物由来の α
一ア ミ ラ ー

ゼ を阻害 しな い こ とを報告 して い る．

　本 実験 に お け る H α
一ア ミ ラ

ーゼ 活性 阻害物質の 検

索 で ，阻害効 果が示 されたブ ッ ラ クベ リ
ー

に つ い て ，

阻害 物質濃度 の こ と な る 抽 出液で α
一ア ミ ラ

ーゼ 活性

阻害 を検討 した結果，膵臓 （図 4−1）お よび唾液 （図

4−2）い ずれ の α
一ア ミ ラ

ーゼ に お い て も阻害活性に顕

著な濃度依存性 と飽利性が認め られた，また，ブ ラ ッ

ク ベ リーの α
一ア ミ ラーゼ 阻害活性が 加熱に よ っ て影

響 を受ける か否かを調べ た結果 （表2），ブ ラ ッ ク ベ リ

ー抽出液は ，加熱 した場合で も非加熱の抽出液と同程

度 の 阻害効果 が あ り，
そ の α

一ア ミ ラ
ー

ゼ 阻害効果 は，

加熱の影響 を受けない こ とが 明 らか とな っ た．さ ら

に
，

ブ ラ ッ ク ベ リー
の α

一ア ミラ ーゼ 阻害活性は シ ョ

糖が 1．25％ 以上 5％ まで 混在 し て も，変化を示 さなか

っ た （表3）．ブ ラ ッ クベ リ
ーは 生食す る よ りジ ャ ム等

に加工 され る こ とが多い ．本実験の 結果 よ り，ブ ラ ッ

ク ベ リ
ー一

の 有す る α
一ア ミラ

ーゼ 活 性阻害効果 は加熱

や シ ョ 糖 の 添加 い ずれ の 影響 も受けな い こ とか ら，ジ

ャ ム として 摂取 して も急激 な血糖 の L昇 を抑 える等 の

効果が 期待 で きる と考える ．

　近年，薬学 の 研究分野 で は ，糖尿病や肥満予防役立

つ 機能性素材 の 探索が行わ れ て お り，そ の 品質評価 の

指標 と して， α
一グル コ シ ターゼ 阻害活性

1ti・　L71 と抗酸化

活性
1演

が調べ られ て い る．今回，強力な a 一ア ミラ
ー

ゼ

阻害活性 の 観 られた ブ ラ ッ ク ベ リ
ー

に つ い て こ れ らの

点 に つ い て も今後検討する必 要があ る と考え て い る．
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Inhibitory　Effects　of 　Various　Extract　of 　Foods　on 　the　Pancreatic　a ・Amylase 　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ptyalin　Activity

Akihiro　Sakae
，
　Etsuko　Sekizaki

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Abstract
　 To　evaluate 　the　influence　of　extracts　of　various　foods　on　digestion　of　polysacchalides　（s［arch ），　the　amylasc 　activlty 　of 　porcine

pancreas　and 　human　saliva　were 　examined 　when 　the　cxtracts　were 　included．　The 　f｛ndings 　were 　as 　follows，

　 1．Aqueous 　extract 　of 　blackberry　remarkably 　inhibited　the α
一amylase 　activity 　（lnhibitory　rate ：porcine　pancreas　76．4％，

　　 humall　saliva 　88．7％）．

　 2．Aqueous 　extracts　of　laurel　and 　oregano 　inhibited　the α
一alnylase 　activity　（lnhibitory　rate ぐ〕f　laure1　：pancreas　53．3％ and

　　 human 　saliva 　548 ％，　 inhibitory　rate 　of 　oregano ：pancreas　33，3％ and 　saliva　37．6％）．

　 3．Aqueous 　extract　of　mulberry 　lcaf　inhibited　the　pancreaticα
一amylase 　activity　（inhibitory　rate 　40．3％）．　 However，　the　inhi−

　　 bition　effect 　of 　the　mulberry 　leaf　for　the α 一amylase 　frc）m 　human 　saliva 　was 　low （inhibitory　rate　l4．5％）．

　 4，The　inhibitory　activities　of α
一amylase 　on　the　extracts　of　blackberry　were 　dependcnω n　the　whole 　blackberry−extracts 　con −

　 　 tents．

　 5．Whcn 　the　heated　blackberry　extract 　was 　added ，　inhibitory　activities　of α
一amylase 　did　not　challgc ．

　 6．The 　inhibitory　activities 　of α
一
  ylase　on 　the　extracts 　of 　blackbeny 　were 　not 　effccted 　by　additi 〔）n 　of 　sucrose ．
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